
様式２

学 校 評 議 員 会 議 録
開 催 日 時 令和元年６月２５日（月）１８：３０～１９：４０

会 場 北海道岩見沢東高等学校 校長室

学校評議員３名 学校側４名

馬 渕 亮 三 校 長 若 林 利 行

出席者氏名 栗 林 千奈美 教 頭（全） 佐 藤 公 人

須 古 哲 也 教 頭（定） 松 尾 幸 広

事務長 大 石 隆

校長が意見を求めた事項 学校評議員の意見

・委嘱状の交付

・学校長より今年度の学校経営方針等 （全日制）

の説明 ・特別な教育的支援を必要とする生徒（車いすの生徒）の

・教育活動の状況等の説明（全日・定 ための昇降車の使用や介助用トイレの設置予定について

時） は大変良いことだと考える。

・質疑及び意見交換 ・子供のストレス対処方法について、母親との関係がスト

レスに起因することが多いのではと感じている。ＰＴＡ

主催での母親の勉強会の設定などを考えると良いのでは

ないか。

・岩東生は骨太であり、「底力」「精神力」の強い生徒で

あって欲しい。そのような生徒の育成を期待したい。

・進学は勿論、その後の人生においても高い目標を持ち、

失敗してもそこから立ち上がる力を養ってもらいたい。

・全体的には進路実現においてよく頑張っていると思う。

今後、国公立大学はもとより有名私立大への進学実績が

高くなることを期待する。

・卒業生の話を聞くと、冬期間の教室の暖房の温度差があ

るという。生徒の健康管理を考えると補助暖房を使うな

どの対策が必要ではないかと考える。

（定時制）

・生徒同士で励まし合い、「頑張るぞ」とお互いを高め合

える集団でありたい。

・学力を含め、社会に出たときの人材育成の場であってほ

しい。

上記のとおり会議を開催した。

令和元年６月２４日

北 海 道 岩 見 沢 東 高 等 学 校 長 若 林 利 行


